平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市政創造

	議員名
	我妻静夫・岡田健一・山川明・山中正尚・古澤孝市・徳中嗣史・早川昇三

	調査実施年月日
	平成２５年　２月　４日（月）　　

	調査先　自治体名等
	北海道　苫小牧市 総務部 行政改革課　

	調査項目
	「地域防災計画」・｢危機管理情報｣について

	調査目的
	・地域防災計画（防災ビジョン・防災力向上）についての調査

・危機管理情報（危機管理指針・マニュアル）の取組についての調査

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口　：　１７４，４２６人（Ｈ２５．１．３１現在）　　行政面積　：　５６１．４９　ｋ㎡

２　視察内容

①地域防災計画
・防災ビジョンについて。
・防災力の向上について。

②危機管理情報の取り組みについて
　　・苫小牧市危機管理指針について。
　　・苫小牧市個別危機管理マニュアルについて。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	１．地域防災計画
苫小牧市地域防災計画は、震災対策編、風水害等対策編、火山災害対策編、資料編の４編から構成されています。震災対策編においては、「地震・津波」対策を、風水害等対策編においては、「風水害・土砂災害・海上災害・林野火災・大規模事故」対策を、火山災害対策編では、「樽前山噴火」対策について取りまとめています。
①防災ビジョンについて

苫小牧市地域防災計画では、計画の理念として「市民の生命及び財産を災害の危険から守る」を防災のテーマとして設定し、テーマ実現の指針として、地域防災計画において、「災害に強い都市をつくる」、「防災力の向上」、「実践的な応急復旧計画の確立」の３つ防災ビジョンを定めて取組を行っている。

②防災力の向上について
防災力の向上は、防災ビジョンの１つで、具体的な実施項目は、「市民・防災関係機関・市職員の災害時行動力の強化」、「地域・事業所の防災体制強化」、「実践的な防災訓練の実施」の３項目を取り上げ、地域としての防災力を最大限発揮できるように取組んでいる。

２．危機管理情報

①苫小牧市危機管理指針について
苫小牧市では、危機管理対処の基本的な事項を定め、総合的な危機管理体制の整備を図ることにより、本市域及びその周辺において危機が発生した場合又は、発生するおそれがある場合に、市民の生命、身体及び財産の安全と被害を防止・軽減することを目的として定めている。

②苫小牧市個別危機管理マニュアル
苫小牧市では、インフルエンザ、テロなど想定される危機が発生した場合の情報収集及び伝達方法、人命確保のための応急対策並びに被害者に対する事後対策について、危機の事象別に個別危機マニュアルを整備している。
所感：苫小牧市では、このようにテロを始め、想定される危機に対してマニュアルを作成して対応に取組んでいます。本市においても地震、津波災害以外にも想定される災害等を見直し取組んで行きたいと思います。


